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1) はじめに 
戦後の高度成長期の急速な開発により，日本各地で自

然が失われてきた。その反動もあって最近では，自然環

境への関心の高まりと生物多様性の保全の面から自然環

境の保護，保全の動きが盛んである。藤前干潟や谷津干

潟の埋め立て中止のように，自然環境の保全や希少種の

出現により開発事業も中止されたり，移転や見直し等の

制約を受けるようになってきている。 

ナメクジウオ Branchiostoma belcheri（図-1）は脊椎

動物の進化を示す生物として注目され，広島県三原市有

龍島，愛知県蒲郡市三河大島の潮間帯干潟では生息数が

多いことから生息地が天然記念物に指定されている。し

かし1960年以降，埋め立てや浚渫等により急速に個体数

が減少し現在では潮間帯の個体群は壊滅状態とされてい

る1)。一方，最近の調査により潮下帯での生息が各地で報

告され，遠州灘の水深20～30ｍでは本種の高密度生息が

明らかにされている2)。しかし，潮下帯個体群に関する報

告は乏しく，地点も限定され，潮下帯の個体群も決して

安泰とはいえないことから，WWF では希少/危険 2)，水産

庁では危急と評価されている3)。 

本研究を実施した蒲原海岸は駿河湾奥部の富士川河口

西側に位置し，海底地形が急峻なため台風時の高波浪に

よる大災害がしばしば発生した。そのため，これまでに

堤防や消波等の海岸保全施設の整備が進められてきた。

この様な状況で国土交通省の調査により1997年7月に蒲
原海岸有脚式離岸堤の沖合で，ナメクジウオが 3 個体採
取された。蒲原海岸における本種採取の記録は有脚式離

岸堤設置以前に実施した1993年6月に遡るが，設置後の
2001年でも生息が確認されている。本研究では，蒲原海
岸における海岸保全事業と希少生物の共存を図るために，

今回はナメクジウオを例として検討することを目的とし

た。 
 

２．調査方法 

調査は1998年9月，1999年2，7月，2000年9，12月，

2001年2，6，7，8月の計９回実施した。調査範囲は有脚

式離岸堤を中心とした東西に約2km，水深４～20mである

（図-2）。調査範囲に4～８本のラインを 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 – 1 ナメクジウオ 
 

設定し，調査点は基本的に各ラインの水深4，6，8，10，

12，16，20ｍとした。試料は小型のＳＭ型採泥器（ハン

ド・マッキン採集面積0.05ｍ2 ）を用い，1地点で3回，

潜水して直接採集し，目合い 1mm の篩に残った生物の個

体数を0.1m2 当たりに換算した。 

環境項目としては，近底層の水温と塩分，底質の粒度

組成と有機物量（CODsed.），強熱減量（I.L.）を測定し

た。 

採集したナメクジウオの内，1999～2001 年の 51 個体

の生殖腺を組織学的に観察した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 – 2 調査地点とナメクジウオの出現地点 
 

３．結果と考察 

1) 生息環境 
水深4～20ｍの水温は最高が9月の25.3～25.5℃，最

低が2月の15.6～16.0℃であった。塩分は最高の2 
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表-1 調査地点の水温と塩分，ならびに底質の 

有機物量（CODsed.）と強熱減量（I.L.） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月で34.1～34.5，最低が6月の32.5～34.2であった（表

-1）。水深 4～20ｍの CODsed.と I. L.は 9 月で 0.06～

1.39mg/g，1.0～1.7％ ，2 月で 0.04～1.25mg/g，1.1～

1.9％といずれも水深の増加に伴い増加する傾向にある

が，いずれも値は小さく，時期的な相違も僅差であった。

底質の中央粒径（mean±SD）は水深4ｍでは2.23±2.59mm 

(n=16)と粗粒，水深 6～20ｍでは，0.56±0.15mm～0.38

±0.13mm (n=16)で水深の増加に伴い細粒化する（図-3）。

ナメクジウオの出現した底質の中央粒径は 0.21～0.75

（0.47±0.14）mm (n=32)であり，全調査地点 (n=249)の

89.6％が該当する（図-4）。シルト・粘土含有率（mean±

SD）は水深4～20ｍで0.10±0.14～3.42±2.63％ (n=32)

で水深の増加に伴い増加する。ナメクジウオの出現地点

のシルト・粘土含有率は0.0～4.1（0.74±0.82）% (n=32)

であり，全調査地点の95.6％の地点が該当する。すなわ

ち底質環境からみれば調査範囲のほとんどでナメクジウ

オが出現する可能性があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 出現状況 
蒲原海岸のナメクジウオの出現地点は有脚式離岸堤

を中心とした東西約2km，水深８～20ｍである（図-2）。

このうち海岸保全施設や放水口等の構造物のある海岸が

1.5ｋｍ，構造物の無い海岸が 0.5ｋm であるが，いずれ

の場合もナメクジウオは水深８ｍ以浅では出現せず， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 – 5 ナメクジウオの鉛直分布と水温 
 

水深12～16mに集中して出現した（図-5）。季節的には夏

に個体数が多く，冬に少ない傾向がうかがえ，水深では

夏は8～16m，冬は10～20mに多い。特に冬は16～20ｍと

深所に多い傾向があった。また水温に着目すると，夏は

18.9～26.5℃，冬は14.2～19.1であり，個体数の多い水

温は冬は深所に相当する。つまり本調査地は深所でシル

ト・粘土含有率が高く，冬はそのような深所に出現する。

同様なことは同属のB. lanceolatumで冬の間は個体の代

謝活動が弱く，透過性の悪い細かい砂地で生活するが，

水温の上昇に伴い透過性の高い底質に集まることが報告

されている4)。しかし，2000年9月では，水温が24.7～

25.4℃と水深による差は小さいにもかかわらず，本種の

分布は水深16～20ｍの深所に限定されていた。 

 

3) 生物的環境 
1998年9月～2001年6月にナメクジウオと同所的に採

集された底生動物は11門238種であり，このうち環形動

物の多毛綱が 100 種と最多であった。各地点の種数，個

体数（mean±SD）は順に 31.5±14.7 種/0.1m2，468.5±

814.5 個体/0.1m2 であった。主な出現種は多毛綱の

Notomastus sp.，二枚貝綱のヒメカノコアサリVeremolpa 

micraであった。蒲原海岸の有脚式離岸堤周辺の底生動物

群集は水深6～12ｍで浅所と深所に２分され，境界線は季

節により深浅移動がみられる5)。この区分群集とナメクジ

ウオの出現傾向についてみると，1998年9月，1999年7
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図 - 3　調査地点の底質と水深

0

1

2

3

4

5

6

7

0.10 1.00 10.00 100.00

Md (mm)

N
u
m
b
e
r
 
o
f
 
i
n
d
i
v
i
d
u
a
l
s

0

5

1

2

3

4

6

7

0.0 0.1 1.0 10.0 100.0

Silt･clay　content(%)

N
u
m
b
e
r
 
o
f
 
i
n
d
i
v
i
d
u
a
l
s

図 - 4　底質とナメクジウオの個体数

n=112 n=112

n=249n=249

Depth (m) 4 6 8 10 12 16 20

Sep.'00 Temp. ℃ 25.5 25.4 25.4 25.3 25.3 25.3 25.3

Sal. 33.2 33.4 33.4 33.5 33.5 33.5 33.5

CODsed. （mg/g） 0.06 0.11 0.16 0.13 0.16 0.31 1.39

I .L . （％） 1.0 1.1 1.3 1.2 1.3 1.3 1.7

Dec.'00 Temp. ℃ 18.8 18.9 19.1 19.1 19.1 19.1 19.2

Sal. 34.0 34.1 34.1 34.1 34.2 34.2 34.2

CODsed. （mg/g） 0.09 0.11 0.14 0.18 0.21 0.36 0.85

I .L . （％） 1.0 1.2 1.3 1.4 1.4 1.4 1.5

Feb.'01 Temp. ℃ 15.6 15.7 15.7 15.7 15.8 16.0 16.0

Sal. 34.1 34.2 34.2 34.3 34.4 34.5 34.5

CODsed. （mg/g） 0.04 0.07 0.13 0.22 0.24 0.35 1.25

I .L . （％） 1.1 1.1 1.2 1.3 1.4 1.4 1.9

June'01 Temp. ℃ 23.7 22.4 21.8 21.5 21.0 19.0 18.7

Sal. 32.5 33.4 33.6 33.6 33.7 34.1 34.2

CODsed. （mg/g） 0.12 0.19 0.39 0.38 0.48 1.41 2.82

I .L . （％） 1.1 1.3 1.4 1.5 1.5 1.8 2.3

Sep.'98 Ｗ.T.(℃) - - 26.5 26.5 26.5 26.4 26.4

Feb.'99 W.T.(℃) 13.9 13.9 14.1 14.1 14.2 14.2 14.2

July '99 W.T.(℃) 22.5 21.6 21.3 21.1 20.9 19.9 19.2

Sep.'00 W.T.(℃) 25.4 25.4 25.4 25.4 25.3 25.1 24.7

Dec.'00 W.T.(℃) 18.8 18.9 19.1 19.1 19.1 19.2 19.2

Feb.'01 W.T.(℃) 15.7 15.7 15.7 15.8 15.9 16.0 16.0

June '01 W.T.(℃) 23.1 22.3 21.6 21.1 20.6 18.9 18.6
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月，2001年6月では，浅所と深所の境界線にあたる水深

8ｍ以深に出現している（図-6）。特に1998年9月では8/20

地点で出現し合計22個体と本調査期間中の最高であった。

一方，2000年9月では，深所群集の縮小に対応するかの

ようにナメクジウオの分布も縮小し，個体数も1998年9

月と比較して減少している。2000年12月では浅所と深所

の境界にあたる水深 10ｍに 1 個体出現した。1999 年と

2001 年 2 月では共に深所群集は水深4～20ｍに広がって

いるがナメクジウオは水深12～20ｍの深所側に偏って出

現した。 

蒲原海岸のナメクジウオは深所群集に出現するが，蒲

原海岸は湾口が南に広く開いた駿河湾奥部にあたること

から台風時の波の周期16～18秒に達することが稀ではな

い6)。このような波は底質を攪乱し，その影響が底生動物

群集の分布に現れ，年によっては浅所群集の拡大も生じ

ると考えられる。このような場合は，夏であってもナメ

クジウオの分布は深所に限定される。2000年9月がこの

例である。これは同属の B. nigeriense は波の作用で底

質が攪乱されない環境に生息する 7)ことからも支持され

よう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ‒  6 蒲原海岸における底生動物群集と 

ナメクジウオの出現地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 体長と生殖腺の発達 
1998～2001年の月別のナメクジウオの体長は12～49mm 
であった（図-7）。平均体長は 30.2～34.9mm と大差はな

い。月別の体長の最小と最大は2月が12～49mmと最も幅

が大きく，8月が26～43mmで最も幅が小さい。 これは2，

12月では14mm以下の小型個体が出現したことによる。本

邦産ナメクジウオの生活史は十分に解明されていないが
2)，有明海の個体群では幼生は数ヵ月間の浮遊生活の後，

体長約1ｃｍで底生生活にはいる1)。東シナ海及び隣接海

域のプランクトン採集では，6.8～10.2mmの浮遊幼生が採

集されている8)。着底後は有明海の個体群では1年で約1

ｃｍ増加する1) 。中国の青島の個体群では4年で44～46mm

となる2)。したがって，蒲原海岸では，着底後まもない加

入個体と，少なくとも 4 歳の個体が生息していると推察

される。 

ナメクジウオの生殖腺は25mm以上の個体では通年みら

れるが，25mm 未満の個体では確認できなかった（図-8）。

そこで25mm以上で生殖腺の確認できた個体の割合をみる

と6，7月がいずれも100％であり，蒲原海岸におけるナ

メクジウオ個体群の繁殖盛期は6，7月と推察された（図

-9）。 

 

5) 生殖腺の組織学的観察 
1999年2，7月，2000年9，12月，2001年2，6，7，8

月に採集されたナメクジウオ51個体について，生殖腺組

織標本を作成し観察した。その結果，雌が21個体，雄が

8個体，残り22個体は，不確定と未成熟がともに11個体

であった。また，体長24mm以下の個体は全て未成熟であ

った。生殖腺観察から，蒲原海岸のナメクジウオは繁殖

開始時期は 6 月下旬～7 月上旬であると考えられた（表

-2）。産卵終了期は，９月の個体のうち2個体が排卵後と
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図 - 7　体長の経月変化

図 - 8　体長組成と生殖腺 

　　　  の発達

図 - 9　生殖腺確認個体の 

　　　  割合



思われる卵巣構造をもっていたが，個体数が少なく，途

中経過を示す個体がないことから，本調査ではこの 2 個

体の生殖腺の組織像が排卵後である確証は得られなかっ

た。しかし，産卵期に関しては，6月中旬～7月中旬9)や，

6～7月が最盛期1)の報告があることから，9月までには産

卵が終了していると考えられた。 

 

表 – 2 生殖腺の経月変化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6) 海岸保全施設の整備とナメクジウオの保全 
海岸保全事業やその他の海中工事の生物にあたえる影 

響を可能な限り低減させるには，対象種の１）分布範囲，

2）繁殖時期，３）新規加入時期，4）対象種の減少する

主な要因の 4 項目についての知見を得，それらに配慮し

た工事を実施することが重要と考えられる。蒲原海岸の

ナメクジウオ個体群の場合は以下のようになる。 

1）分布範囲：水深8～20mで分布中心は水深12～16ｍ，

水平的はには底質環境からほぼ全域。 

2）繁殖時期：肉眼による生殖腺の確認と，生殖腺の組織

学的観察，既往文献より6月下旬～9月まで。 

3）新規加入時期：2月に体長12mmの個体が確認されるこ

とから冬季と考えられる。小型個体は調査範囲の水深16

～20mの深所にのみ出現する。 

4）対象種の減少する主な要因の把握：個体数減少の主な

原因は，砂利採集や埋め立てによる直接的な生息地の消

失である。また，それに伴う巻き上げ泥による底質の泥

化 10)もあげられる。底質の泥化はナメクジウオの口腔や

消化管を塞ぎ死亡原因となる7)。同様な現象は著者らも飼

育時に確認している。また底質が細粒砂屑物で薄く覆わ

れるとナメクジウオは体を完全に露出させ底質表面に体

を横たえるため，視覚捕食者による捕食圧が高まると考

えられる 11)。砂中から出て水中を泳ぐナメクジウオは容

易に手で捕らえることができた（伊豆の内浦湾水深5m）。 

このような知見を得て海中工事を実施することにより

対象となる生物に対する影響を最小限にすることが可能

と考えられる。蒲原海岸においては1996年の有脚式離岸

堤設置の後2001年現在においてもナメクジウオの生息が

確認されている。 
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生殖細胞の発達段階

雌 雄

2月 周辺仁期 不確定

6月 核移動期 精子が充満

7月 放精の可能性のあり

8月

同一個体の精巣で精子が充満して

いる部分と著しく減少している部

分を確認

9月
周辺仁期の卵巣卵をもつ個体と2個

体で排卵後？の卵巣
不確定

12月 周辺仁期 不確定

排卵痕あり，同一個体で変性退行

卵，核移動期，周辺仁期の卵巣卵

がある


